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都立新宿山吹高等 学校通信  

   令和６年度 第 11号   

   【令和７年 １月 14日】  

    新宿山吹 だよりは、保 護者 の皆 さんにも読 んでもらって下 さい。  

新 年 好 ！ （ 新 年 お め で と う ）  
   校  長   永浜  裕之   

 

タ イ ト ル の 「 新 年 好 ！ 」 は 中 国 語 の 「 新 年 お め で と う ！ 」 で す 。 「 シ ン ニ ァ ン ハ オ 」

と 読 み ま す 。 中 国 だ け で な く 世 界 中 の チ ャ イ ナ タ ウ ン で 、 今 月 １ 月 29日 は 「 新 年 好 」 の

挨 拶 が 交 わ さ れ ま す 。 何 故 な ら 、 旧 暦 の 元 旦 が 、 今 年 は １ 月 29日 だ か ら で す 。 旧 暦 で 正

月 を 祝 う の は 中 華 圏 だ け で は な く 、 韓 国 、 北 朝 鮮 、 モ ン ゴ ル 、 シ ン ガ ポ ー ル 、 マ レ ー シ

ア 、 ベ ト ナ ム 、 イ ン ド ネ シ ア な ど も 旧 暦 で 正 月 を 祝 い ま す 。  

 

日 本 は 明 治 ６ 年 （ 1873年 ） 、 旧 暦 を グ レ ゴ リ オ 暦 （ 新 暦 ） に 改 め ま し た 。 当 時 の 日 本

は 太 陰 太 陽 暦 を 採 用 し て い ま し た が 、 欧 米 の 暦 は 太 陽 暦 で し た 。 そ の た め 、 旧 暦 の ま ま

で は 貿 易 な ど で 不 都 合 が 生 じ る と 考 え た の で す 。 明 治 政 府 は 太 陽 暦 を 採 用 す る こ と に し

て 、 旧 暦 の 明 治 ５ 年 12月 ３ 日 を 新 暦 の 明 治 ６ 年 １ 月 １ 日 と す る 『 改 暦 』 を 行 い ま し た 。  

 

ち な み に 旧 暦 は 、 厳 密 な 計 算 と 天 体 観 測 で 月 日 が 決 ま り 、 月 の 満 ち 欠 け と 日 付 が 見 事

に 一 致 し ま す 。 毎 月 ３ 日 は 必 ず 三 日 月 に な り 、 15日 に は 十 五 夜 の 満 月 と な り ま す 。 太 陽

の 運 行 、 つ ま り 肌 で 感 じ る 季 節 感 と も 合 う と 言 わ れ て い ま す 。  

１ 月 は 29日 と 30日 が 交 互 に 来 て 、 ３ 年 に １ 回 （ 厳 密 に は 19年 に ７ 回 ） 閏 月 （ う る う づ

き ） が 置 か れ ま す 。  

 

七 夕 （ た な ば た ） を 例 に と る と 、 以 前 は 旧 暦 ７ 月 ７ 日 に 祝 い ま し た が 、 日 本 で は 新

暦 の ７ 月 ７ 日 に 祝 い ま す 。 ７ 月 ７ 日 は 梅 雨 の 季 節 で あ り 、 織 姫 ・ 彦 星 が 会 え る 可 能 性

は 低 く な り ま す 。 旧 暦 ７ 月 ７ 日 は 、 今 年 は 新 暦 ８ 月 29日 と な る た め 、 旧 暦 に 合 わ せ て

七 夕 を 祝 え ば 、 星 を 見 上 げ な が ら 願 い 事 を で き る 可 能 性 が 高 く な り ま す 。 「 暦 の 上 で

は 春 」 の よ う な 季 節 感 の ず れ は 、 旧 暦 の 日 付 を そ の ま ま 新 暦 に 適 用 し て い る せ い か も

し れ ま せ ん 。  

 

な お 、 東 ア ジ ア で 新 暦 １ 月 １ 日 に 正 月 を 祝 う 国 は 、 日 本 以 外 は （ カ ト リ ッ ク の ） フ ィ

リ ピ ン で 他 の 国 は す べ て 旧 暦 で 正 月 を 祝 い ま す 。 役 所 や 会 社 は 新 暦 で 仕 事 を し ま す の で

分 か り づ ら い の で す が 、 昔 か ら 続 く 年 中 行 事 は 旧 暦 で 祝 い ま す 。  

 

旧 暦 の お 正 月 は 東 ア ジ ア の 殆 ど の 国 で 国 民 の 休 日 と な り 、 中 国 で も 台 湾 で も 仕 事 を

休 み ま す 。 そ の 代 わ り 、 年 末 年 始 で 仕 事 を 休 む の は １ 月 １ 日 だ け で す 。  

ま た 、 中 韓 両 国 と も 誕 生 日 を 旧 暦 で 言 う 人 が 多 く 、 新 暦 の 誕 生 日 に お 祝 い を 告 げ る

と 、 早 過 ぎ る こ と に な り ま す 。 彼 ら の 感 覚 で は 、 干 支 （ え と ） も 旧 暦 で 考 え ま す 。 巳

（ み ） 年 は １ 月 29日 か ら 始 ま り 、 1月 28日 ま で は 辰 （ た つ ） 年 な の で す 。  

 

ち な み に 、 中 国 の 人 は 、 新 年 の お 祝 い の 言 葉 に 「 新 年 好 」 の ほ か 、 日 本 と 似 た 「 謹

賀 新 春 」 も 使 い ま す 。 よ り 一 般 的 な の は 「 大 吉 大 利 」 、 「 事 事 順 心 」 （ 万 事 思 い 通 り

に 行 き ま す よ う に ） 、 「 恭 喜 発 財 」 （ 今 年 も お 金 が 貯 ま り ま す よ う に ） な ど で す 。 中

国 人 の 実 利 主 義 の 面 目 躍 如 と 言 え る の か も し れ ま せ ん 。 日 本 人 の よ う に 、 単 に 「 良 い

年 」 を と 祈 り 、 相 手 の 健 康 や 家 族 の 幸 福 を 願 う 言 葉 を 年 賀 状 に 添 え る 日 本 人 よ り 、 唯

物 的 と 感 じ ま す 。  

 

七 福 神 の 中 に 「 福 禄 寿 」 と い う 老 人 が い ま す 。 「 福 禄 寿 」 は 道 教 の 神 で 中 国 で も 信 仰

さ れ て い ま す 。 こ の 福 禄 寿 こ そ が 中 国 人 の 幸 福 感 を 象 徴 し て い る と 言 え ま す 。 福 と は 単

な る 幸 せ で は な く 、 子 宝 に 恵 ま れ る こ とを 意 味 し 、 禄 と は お 金 、 寿 は 健 康 な 長 寿 を 意 味

し ま す 。  

「 子 や 孫 に 恵 ま れ 、 財 を 築 き 、 長 寿 を ま っ と う す る 」 、 こ れ が 中 国 人 の 思 い 描 く 理 想

な の で す 。  

 

 



第３４回山吹祭「山吹色に染め上げろ」～文化祭実行委員の取り組み～  

生活指導部担当  

１ ２ 月 ２ １ 日 （ 土 ） に 第 ３ ４ 回 山 吹 祭 「 山 吹 色 に 染 め 上 げ ろ 」 が 開 催 さ れ ま し た 。 各

出 展 団 体 の 皆 さ ん は も ち ろ ん 頑 張 っ て い ま し た が 、 実 は 裏 方 の 文 化 祭 実 行 委 員 （ 文 実 ）

の 生 徒 た ち も 、 と て も 活 躍 し て く れ て い ま し た 。 今 年 度 は 、 定 時 ・ 通 信 合 わ せ て ６ ５ 名

の 生 徒 が 実 行 委 員 に 参 加 し 、 ５ 月 か ら 準 備 を 進 め て き ま し た 。 今 回 は こ の 場 を 借 り て 全

６ 部 署 で の 実 行 委 員 の 頑 張 り を 紹 介 し て い き た い と 思 い ま す 。  

 

＜ 広 報 部 ・ 出 展 企 画 部 ＞  

皆 さ ん も 一 度 は 目 に し た 山 吹 祭 ポ ス タ ー や パ ン フ レ

ッ ト 。 こ れ は 、 広 報 部 が 文 章 の 打 ち 込 み か ら 製 本 ま で

丹 精 込 め て 作 り 上 げ た も の で す 。 今 年 度 は 謎 解 き 企 画

も 実 施 し 、 お 客 さ ん が 山 吹 祭 を よ り 楽 し め る よ う 工 夫

し ま し た 。 ま た 、 各 出 展 団 体 へ の 物 品 貸 出 や 机 椅 子 の

移 動 を 行 っ て い た の が 出 展 会 場 部 で す 。 各 団 体 の 準 備

が う ま く 進 む よ う 陰 か ら 手 助 け を 行 い ま し た 。  

＜ 美 術 装 飾 部 ・ ス テ ー ジ 企 画 部 ＞  

美 術 装 飾 部 は 、 テ ー マ に 合 わ せ た 「 山 吹

色 」 の 装 飾 を 行 い ま し た 。 特 に 傘 を つ な ぎ 合

わ せ て 作 っ た エ ン ト ラ ン ス 装 飾 は 、 山 吹 祭 の

明 る い 雰 囲 気 を 作 っ て く れ ま し た ね 。 山 吹 祭

前 日 の 校 内 祭 や 当 日 の ス テ ー ジ 発 表 を 盛 り 上

げ て く れ た の は 、 ス テ ー ジ 企 画 部 で す 。 実 は

こ の ス テ ー ジ （ 舞 台 ） も 実 行 委 員 で 組 み 立 て

て い る の で す ！ 発 表 中 の 司 会 は も ち ろ ん 、 校 内 祭 で の ク イ ズ や ビ ン ゴ 大 会 な ど 、 参 加 者

の 皆 さ ん に 楽 し ん で も ら え る よ う に 工 夫 し な が ら 頑 張 り ま し た 。  

＜ 食 品 部 ・ 会 計 部 ＞  

 今 年 も 大 盛 況 の 食 品 販 売 。 食 品 部 は 各 調 理 団 体

の サ ポ ー ト を 行 い 、 ス ム ー ズ に 食 品 提 供 が 進 む よ

う 手 助 け を 行 い ま し た 。 ま た 、 販 売 団 体 が 使 用 し

た 金 券 は 、 会 計 部 で 作 成 し た も の で す 。 当 日 は 販

売 個 数 の 把 握 や お 金 の 管 理 も フ ォ ロ ー し 、 販 売 促

進 の お 手 伝 い を し ま し た 。  

＜ 実 行 委 員 の 感 想 紹 介 ・ 担 当 よ り ＞  

周 り の 委 員 の 子 達 と仲 良 く な れ てな お か つ 、す ご く 楽 し く 終 わ れた 。 ／

楽 し い の は も ち ろ ん、 自 分 が 関 わっ た 祭 り だと 、 山 吹 祭 自 体 に も思 い 入

れ が わ く 。 ／ 自 分 に誇 り が 持 て た。 ／ 大 変 だっ た け れ ど 、 や り 終え た 後

参 加 し て 良 か っ た と思 っ た 。 ／ 文化 祭 当 日 の楽 し み や 、 達 成 感 が大 き か

っ た 。 ／ 人 と コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンを と っ て 、一 つ の も の を 作 る とい う 経 験 が でき た 。  

文 実 の 皆 さ ん 、 約 ８ か 月 間 、 本 当 に お 疲 れ 様 で し た ！ こ れ を 読 ん で 文 実 が 気 に な っ た

人 は 、 ぜ ひ 来 年 度 挑 戦 し て み て く だ さ い 。  

山 吹 祭 に 協 力 し て く だ さ っ た 皆 さ ん 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

５ 月 ２ 日 （ 木 ） セ ー フ テ ィ ー 教 室 “ 命 の 大 切 さ を 学 ぶ 教 室 “  

犯 罪 被 害 者 支 援 「 大 切 な 命 を 守 る 」 全 国 中 学 ・ 高 校 生 作 文 コ ン ク ー  

ル に 本 校 生 徒 が 応 募 し 、 約 4 8 0 0名 応 募 の 中 か ら ８ 名 の 優 秀 作 品 （ う ち  

本 校 生 徒 ２ 名 ） が 選 ば れ ま し た 。 １ ２ 月 １ ７ 日 （ 火 ） に 警 視 庁 牛 込 警  

察 署 の 署 長 室 で 、 本 校 ２ 名 の 生 徒 が 牛 込 警 察 署 長 に 表 彰 さ れ ま し た 。  

定 時 制 課 程  学 校 行 事 予 定  

１ 月 ８ 日 （ 水 ） 授 業 開 始  

  1 8日 （ 土 ） 大 学 入 学 共 通 テ ス ト  

  1 9日 （ 日 ） 大 学 入 学 共 通 テ ス ト  

  2 4日 （ 金 ） 午 前 授 業  

（ 午 後 、 入 学 者 選 抜 準 備 ）  

  2 6日 （ 日 ） 推 薦 入 学 者 選 抜  

２ 月 ３ 日 （ 月 ） 自 己 探 索 学 習  

通 信 制 課 程  学 校 行 事 予 定  

１ 月 1 1日 （ 土 ） 後 期 ス ク ー リ ン グ － 1 1  

1 8日 （ 土 ） 後 期 ス ク ー リ ン グ － 1 2  

大 学 入 学 共 通 テ ス ト  

  1 9日 （ 日 ） 大 学 入 学 共 通 テ ス ト  

  2 5日 （ 土 ） 生 徒 相 談 日  

２ 月 １ 日 （ 土 ） 後 期 試 験 － １  

  ８ 日 （ 土 ） 後 期 試 験 － ２  



 


